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告
　
示

◯
平
成
十
三
年
度
秋
田
県
保
育
士
試
験
の
合
格
者
（
五
九
八
・
子
育
て
支
援
課
）

◯
保
安
林
予
定
森
林
の
指
定
通
知
（
五
九
九
〜
六
〇
二
・
森
林
土
木
課
）

◯
道
路
の
区
域
の
変
更
（
六
〇
三
・
道
路
環
境
課
）

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
六
〇
四
・
道
路
環
境
課
）

◯
建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
位
置
の
指
定
（
六
〇
五
・
鹿
角
建
設
事
務
所
）

◯
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
六
〇
六
・
由
利
建
設
事
務
所
）

◯
字
の
区
域
の
変
更
（
六
〇
七
・
市
町
村
課
）

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
鹿
角
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
仙
北
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
市
町
村
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
同
意
（
雄
勝
総
合
農
林
事
務
所
）

◯
県
有
地
の
売
払
い
に
関
す
る
公
募
抽
選
の
実
施
（
管
財
課
）

教
育
委
員
会
告
示

◯
教
育
委
員
会
会
議
の
開
催
（
一
五
）

地
方
労
働
委
員
会
告
示

◯
秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
異
動
（
三
）

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
八
号

平
成
十
三
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で
実
施
し
た
平
成
十
三
年
度
秋
田
県
保
育
士

試
験
の
結
果
次
の
受
験
番
号
の
者
が
合
格
し
た
の
で
、
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
秋

田
県
規
則
第
十
五
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

受
験
番
号一

　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
一
九
　
　
　
　
二
一

二
二
　
　
　
　
二
四
　
　
　
　
二
七
　
　
　
　
三
一
　
　
　
　
三
九
　
　
　
　
四
〇

五
二
　
　
　
　
五
四
　
　
　
　
五
六
　
　
　
　
五
八
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
　
六
八

六
九
　
　
　
　
七
三
　
　
　
　
八
二
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
一
〇
二

一
一
一
　
　
　
一
一
二
　
　
　
一
一
六
　
　
　
一
一
八
　
　
　
一
二
三
　
　
　
一
二
四

一
三
一
　
　
　
一
四
三
　
　
　
一
五
〇
　
　
　
一
五
三
　
　
　
一
五
七
　
　
　
一
六
七

一
八
三
　
　
　
二
〇
二
　
　
　
二
一
〇
　
　
　
二
一
一
　
　
　
二
一
六
　
　
　
二
二
二

二
三
二
　
　
　
二
三
九
　
　
　
二
四
〇
　
　
　
二
四
四
　
　
　
二
四
七
　
　
　
二
五
〇

二
五
六
　
　
　
二
六
二
　
　
　
二
六
五
　
　
　
二
七
四
　
　
　
二
八
二
　
　
　
二
九
六

二
九
九
　
　
　
三
〇
〇
　
　
　
三
〇
九
　
　
　
三
二
〇
　
　
　
三
五
六
　
　
　
三
七
六

三
七
九
　
　
　
四
一
四
　
　
　
四
五
三
　
　
　
四
七
九
　
　
　
四
八
八
　
　
　
四
八
九

四
九
〇
　
　
　
四
九
四
　
　
　
四
九
五
　
　
　
四
九
七
　
　
　
四
九
九
　
　
　
五
〇
三

五
一
四
　
　
　
五
一
八
　
　
　
五
三
三
　
　
　
五
三
五
　
　
　
五
四
八
　
　
　
五
六
一

五
七
一
　
　
　
五
七
四
　
　
　
五
八
九
　
　
　
五
九
〇
　
　
　
五
九
八
　
　
　
五
九
九

六
一
五

秋
田
県
告
示
第
五
百
九
十
九
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

山
本
郡
藤
里
町
粕
毛
字
鹿
瀬
内
沢
・
藤
琴
字
湯
の
沢
（
以
上
２
字
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。
）

二
　
指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
鹿
瀬
内
沢
・
字
湯
の
沢
（
以
上
２
字
に
つ
い
て
、
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

１

告
　
　
　
　
　
　
示

（一）
（１）（２）（３）
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る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
林
務
部
森
林

土
木
課
及
び
山
本
総
合
農
林
事
務
所
並
び
に
山
本
郡
藤
里
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
六
百
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

大
曲
市
内
小
友
字
太
田
一
三
三
の
二
、
一
三
三
の
五
、
仙
北
郡
西
仙
北
町
高
城
字
鳥
ノ
木
山

二
の
一

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
崩
壊
の
防
備

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

イ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

ウ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
　
　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

仙
北
郡
南
外
村
字
小
浪
滝
八
四
、
字
上
荒
又
二
二
の
一
、
七
〇
の
一
、
田
沢
湖
町
玉
川
字
蒲

谷
地
九
四
の
二
三
一

指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

ア
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
択
伐
に
よ
る
。

字
小
浪
滝
八
四
・
字
上
荒
又
二
二
の
一
・
七
〇
の
一
・
字
蒲
谷
地
九
四
の
二
三
一
（
以

上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

イ
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

ウ
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に

係
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

エ
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
林
務
部
森
林

土
木
課
及
び
仙
北
総
合
農
林
事
務
所
並
び
に
大
曲
市
役
所
、
仙
北
郡
西
仙
北
町
役
場
、
南
外
村
役
場

及
び
田
沢
湖
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
六
百
一
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

雄
勝
郡
東
成
瀬
村
田
子
内
字
金
山
蝸
牛
九
二

二
　
指
定
の
目
的
　
水
源
の
か
ん
養

三
　
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
林
務
部
森
林
土
木
課
及
び
雄
勝
総
合
農
林

事
務
所
並
び
に
雄
勝
郡
東
成
瀬
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

秋
田
県
告
示
第
六
百
二
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
森
林
を
保
安
林
予
定
森
林
と
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
森
林
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

北
秋
田
郡
田
代
町
早
口
字
早
口
沢
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二
　
指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

２

（二）
（４）

（一）（三）（二）（一）（三）（二）
（１）（１） （２）

（２）
（一）（二）

（１）（２）（３）
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

期
間
　
平
成
十
三
年
十
月
五
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
四
号

三
　
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
立
木
の
伐
採
を
禁
止
す
る
。

字
早
口
沢
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
早
口
沢
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
林
務
部
森
林

土
木
課
及
び
北
秋
田
総
合
農
林
事
務
所
並
び
に
北
秋
田
郡
田
代
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。
）

秋
田
県
告
示
第
六
百
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

３

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県
　
　
　
道

県
　
　
　
道

路
　
　
線
　
　
名

象
潟
矢
島
線

象
潟
矢
島
線

象
潟
矢
島
線

象
潟
矢
島
線

旧
新
別

旧新旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

五
・
五
〇
〜
一
六
・
〇
〇

五
・
五
〇
〜
一
六
・
〇
〇

一
七
・
〇
〇
〜
八
八
・
〇
〇

五
・
五
〇
〜
六
・
〇
〇

五
・
五
〇
〜
六
・
〇
〇

六
・
〇
〇
〜
五
四
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
・
四
五
二

一
・
四
五
二

二
・
一
一
〇

〇
・
一
五
〇

〇
・
一
五
〇

〇
・
一
四
三

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
象
潟
町
字
木
戸
口
二
〇
番
一
地
先
か
ら
小
滝
字
梨
の
木
台
一
四
番
二
地

先
ま
で由

利
郡
象
潟
町
字
木
戸
口
二
〇
番
一
地
先
か
ら
小
滝
字
梨
の
木
台
一
四
番

二
地
先
ま
で

由
利
郡
象
潟
町
字
木
戸
口
二
〇
番
一
地
先
か
ら
小
滝
字
梨
の
木
台
五
七
番

二
ま
で

由
利
郡
象
潟
町
小
滝
字
梨
の
木
台
一
八
番
地
先
か
ら
一
四
番
二
地
先
ま
で

由
利
郡
象
潟
町
小
滝
字
梨
の
木
台
一
八
番
地
先
か
ら
一
四
番
二
地
先
ま
で

由
利
郡
象
潟
町
小
滝
字
梨
の
木
台
一
八
番
三
か
ら
五
七
番
二
ま
で

ＡＢＡＢ

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

（一）（二）
（１）（２）（３）（４）（５）

（一）（二）
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秋
田
県
告
示
第
六
百
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
三
年

八
月
二
十
二
日
付
け
指
令
由
建
―
千
五
百
七
十
三
で
許
可
し
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し

た
の
で
、
同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

本
荘
市
土
谷
字
谷
地
七
十
四
番
地

小
　
川
　
利
　
彦

二
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

本
荘
市
土
谷
字
新
谷
地
二
百
三
十
八
番
一
、
二
百
三
十
九
番
一
、
二
百
四
十
一
番
、
二
百
四
十

二
番
一
、
二
百
四
十
三
番
一
、
二
百
五
十
七
番
、
二
百
五
十
八
番
、
二
百
五
十
九
番
及
び
二
百
六

十
番
一

秋
田
県
告
示
第
六
百
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
三
年
十
月
五
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

館
市
の
区
域
内
の
字
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
同
市
長
か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
変
更
の
処
分
は
、
当
該
変
更
区
域
に
係
る
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

期
間
　
平
成
十
三
年
十
月
五
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
六
百
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道

路
の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第

四
十
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

４

道
路
の
種
類

県

道

路
　
線
　
名

象
潟
矢
島
線

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

由
利
郡
象
潟
町
小
滝
字
梨
の
木
台
一
八
番
三
か
ら

五
七
番
二
ま
で

指

定

年

月

日

平
成
十
三
年
九
月
二
十
六
日

道

路

の

幅

員

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

道

路

の

延

長

三
六
・
一
メ
ー
ト
ル

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
市
花
輪
字
下
中
島
百
二
十
一
番
地

有
限
会
社
日
鹿
不
動
産

代
表
取
締
役
　
田
　
中
　
幸
　
子

道
路
の
位
置
の
指
定
箇
所

鹿
角
市
花
輪
字
寺
ノ
後
百
四
十
五
番
の
内
、
百

四
十
六
番
の
内

変

更

前

の

字

の

区

域

大
館
市
茂
内
字
蛇
沢
口

一
一
、
一
二
の
一
、
一
三
の
一
、
一
四
、
二
二
か
ら
二
七

ま
で
、
二
九
、
六
九
か
ら
七
一
ま
で
、
七
二
の
一
、
七
七

の
一
、
七
八
の
一
、
七
九
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び

に
五
六
の
一
、
五
七
の
一
、
六
八
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ

変
更
後
の
字
の
区
域

大
館
市
茂
内
字
和
田
表

（一）

（二）
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る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
茂
内
字
和
田
表

一
の
一
部
、
二
、
三
、
四
の
一
、
五
の
一
の
一
部
、
六
の

一
の
一
部
、
七
の
一
部
、
八
の
一
の
一
部
、
一
二
の
一
の

一
部
、
一
七
の
一
の
一
部
、
一
八
か
ら
二
〇
ま
で
の
各
一

部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地

の
全
部

大
館
市
茂
内
字
下
川
原

一
、
二
、
六
、
七
、
一
四
か
ら
一
七
ま
で
の
地
先
の
水
路

等
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
茂
内
字
小
釈
迦
内
堰
下

茂
内
字
道
南
五
二
、
五
六
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
全
部

大
館
市
茂
内
字
小
茂
内
川
向

九
、
一
〇
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部

大
館
市
茂
内
字
道
南

五
六
か
ら
五
八
ま
で
の
各
一
部
、
六
二
の
一
部
、
六
三
の

一
部
、
七
五
の
八
の
一
部
、
七
五
の
九
の
一
部
、
七
九
の

一
部
、
八
〇
の
一
の
一
部
、
八
〇
の
二
の
一
部
、
八
二
の

二
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
茂
内
字
大
川
端

一
か
ら
五
ま
で
、
五
の
一
、
六
、
七
、
七
の
一
、
八
か
ら

一
七
ま
で
、
一
八
の
一
、
一
九
の
一
か
ら
一
九
の
九
ま
で
、

一
九
の
一
七
、
一
九
の
一
九
、
一
九
の
二
〇
、
二
〇
の
一
、

二
一
、
二
二
、
二
二
の
一
、
二
三
か
ら
二
五
ま
で
、
二
五

の
一
、
二
六
の
一
、
二
七
か
ら
三
六
ま
で
、
三
七
の
一
、

三
七
の
二
、
三
八
、
三
八
の
一
か
ら
三
八
の
三
ま
で
、
三

大
館
市
茂
内
字
膳
棚
下

大
館
市
茂
内
字
道
南

大
館
市
茂
内
字
小
釈
迦

内
堰
下

九
の
三
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水

路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
東
字
向
袋

二
七
の
二
、
二
七
の
四
か
ら
二
七
の
一
二
ま
で

大
館
市
東
字
石
渕

一
の
一
、
一
の
三
、
一
の
五
か
ら
一
の
七
ま
で
、
三
の
一
、

三
の
二
、
四
、
七
、
八
、
八
の
一
、
九
、
九
の
一
、
一
〇
、

一
〇
の
一
、
一
一
、
一
六
の
二
か
ら
一
六
の
一
九
ま
で
、

一
七
の
三
、
一
七
の
四
、
二
二
か
ら
二
四
ま
で
、
二
五
の

一
、
二
五
の
二
、
二
六
、
二
六
の
一
、
二
七
、
二
八
の
二
、

二
八
の
三
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
一
の
二
、
一
の
九
、

二
の
二
、
二
の
四
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全

部
大
館
市
東
字
鳥
谷
下

七
か
ら
一
一
ま
で
、
一
二
の
三
、
一
四
、
一
五
の
三
、
一

七
、
一
八
の
二
、
二
四
の
二
、
二
八
、
二
九
、
三
四
の
一

か
ら
三
四
の
六
ま
で
、
三
五
の
三
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び

に
三
五
の
一
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の

全
部

大
館
市
東
字
村
道
北

一
の
二
、
三
の
二
、
四
か
ら
二
一
ま
で
、
二
二
の
一
、
二

二
の
二
、
二
三
か
ら
二
九
ま
で
、
三
〇
の
二
、
三
一
の
二
、

三
二
か
ら
三
五
ま
で
、
三
七
、
三
九
か
ら
四
一
ま
で
、
四

一
の
一
、
四
二
か
ら
五
五
ま
で
、
五
七
の
四
、
五
九
、
六

一
か
ら
八
五
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る

道
路
、
水
路
等
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
東
字
村
道
南

二
か
ら
六
ま
で
、
七
の
一
、
八
の
一
、
九
、
一
〇
、
一
三

大
館
市
東
字
宮
袋



平成13年10月 5日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1307号

６

か
ら
二
八
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道

路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
一
に
隣
接
す
る

道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
清
水
田

五
、
六
、
七
の
一
の
一
部
、
七
の
四
、
六
六
の
一
の
一
部
、

六
七
か
ら
七
二
ま
で
、
七
三
の
一
の
一
部
、
七
三
の
二
の

一
部
、
七
四
の
一
の
一
部
、
七
五
の
一
の
一
部
、
八
三
か

ら
八
五
ま
で
の
各
一
部
、
八
六
の
一
の
一
部
、
八
六
の
二
、

八
七
の
一
部
、
八
八
の
一
部
、
八
九
、
九
〇
の
一
、
九
〇

の
二
、
九
一
、
九
二
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す

る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部
並
び
に
二
の
一
に

隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
登
々
目
木

一
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路

で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
上
土
渕
岱

二
九
の
一
か
ら
二
九
の
四
ま
で
の
各
一
部
、
三
一
、
三
三

の
一
部
、
三
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在

す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
登
々
目
木

一
八
の
一
部
、
二
二
の
一
部
、
二
三
の
一
の
一
部
、
二
三

の
二
、
二
三
の
三
、
二
四
の
一
か
ら
二
四
の
三
ま
で
の
各

一
部
、
二
四
の
五
の
一
部
、
二
四
の
六
の
一
部
、
二
七
の

一
部
、
二
八
、
二
九
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接

介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
向
登
々
目
木

五
の
四
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
清
水
田

五
六
、
五
七
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
水
路
等
で

大
館
市
大
茂
内
字
塚
下

大
館
市
大
茂
内
字
清
水

田大
館
市
大
茂
内
字
向
登

登々
目
木

あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
登
々
目
木

二
四
の
一
の
一
部
、
二
四
の
二
の
一
部
、
二
四
の
五
の
一

部
、
二
五
の
一
部
、
二
六
、
二
七
の
一
部
、
二
九
の
一
部
、

三
〇
の
一
、
三
〇
の
二
、
三
〇
の
三
の
一
部
、
三
一
、
三

二
の
一
部
、
三
三
の
一
部
、
三
四
、
三
九
の
一
の
一
部
、

四
一
の
一
部
、
四
二
か
ら
四
四
ま
で
、
四
五
の
一
か
ら
四

五
の
三
ま
で
の
各
一
部
、
四
六
の
一
の
一
部
、
四
七
の
一

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ

る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
清
水
田

八
の
一
の
一
部
、
八
の
二
の
一
部
、
一
〇
の
一
部
、
一
一

の
一
の
一
部
、
一
一
の
二
の
一
部
、
六
一
の
一
部
、
六
二

の
一
、
六
二
の
二
、
六
三
、
六
四
の
一
部
、
六
五
の
一
部

及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
土
渕
岱

一
、
二
の
一
部
、
五
の
一
部
、
六
の
一
、
七
、
八
の
一
部
、

九
の
一
部
、
九
の
一
、
一
〇
の
一
部
、
一
二
の
一
部
、
一

三
、
一
四
の
一
部
、
一
五
、
一
六
、
一
六
の
一
、
一
七
か

ら
二
〇
ま
で
、
二
〇
の
一
、
二
一
の
一
、
二
一
の
二
、
二

二
の
一
か
ら
二
二
の
三
ま
で
、
二
三
の
一
か
ら
二
三
の
三

ま
で
、
二
四
、
二
五
の
一
か
ら
二
五
の
三
ま
で
、
二
六
か

ら
二
八
ま
で
、
二
九
の
一
部
、
三
〇
の
一
か
ら
三
〇
の
三

ま
で
の
各
一
部
、
三
一
か
ら
三
三
ま
で
、
三
四
の
一
、
三

六
の
一
、
四
〇
の
二
の
一
部
、
四
二
の
二
の
一
部
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有

地
の
一
部

大
館
市
東
字
二
ツ
屋

一
〇
の
一
部
、
一
一
の
一
の
一
部

大
館
市
大
茂
内
字
登
々

目
木



平成13年10月 5日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1307号

７

大
館
市
茂
内
字
小
茂
内
川
向

一
の
一
か
ら
一
の
三
ま
で
、
二
、
三
、
三
の
一
、
四
の
一
、

四
の
二
、
五
の
一
、
五
の
二
、
六
の
一
、
七
、
一
一
及
び

こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国

有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
登
々
目
木

一
の
一
部
、
二
か
ら
七
ま
で
、
八
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全

部
大
館
市
大
茂
内
字
上
土
渕
岱

一
の
二
、
三
の
二
、
四
、
五
の
一
、
六
の
一
、
一
〇
、
一

一
の
一
、
一
二
、
一
三
の
一
、
一
三
の
四
、
一
四
、
一
五
、

一
六
の
一
、
一
六
の
二
、
一
七
、
一
八
、
一
八
の
一
、
一

八
の
二
、
一
九
の
一
、
一
九
の
二
、
二
〇
、
二
三
、
二
五
、

二
七
の
一
、
二
七
の
二
、
二
八
の
一
、
二
八
の
二
、
二
九

の
一
か
ら
二
九
の
四
ま
で
の
各
一
部
、
二
九
の
五
、
三
三

の
一
部
、
三
四
の
一
部
、
三
五
か
ら
三
七
ま
で
、
三
八
の

一
、
三
八
の
二
、
三
九
、
四
〇
、
四
四
、
四
四
の
一
、
四

五
、
四
五
の
一
、
四
六
、
四
六
の
一
、
四
七
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の

全
部

大
館
市
大
茂
内
字
清
水
田

七
の
一
の
一
部
、
七
の
二
、
七
の
三
、
八
の
一
の
一
部
、

八
の
二
の
一
部
、
一
〇
の
一
部
、
六
四
の
一
部
、
六
五
の

一
部
、
六
六
の
一
の
一
部
、
六
六
の
二
、
七
三
の
一
の
一

部
、
七
三
の
二
の
一
部
、
七
四
の
一
の
一
部
、
七
四
の
二
、

七
五
の
一
の
一
部
、
七
五
の
二
、
七
六
、
七
七
、
七
八
の

一
か
ら
七
八
の
三
ま
で
、
七
九
か
ら
八
二
ま
で
、
八
三
か

ら
八
五
ま
で
の
各
一
部
、
八
六
の
一
の
一
部
、
八
七
の
一

部
、八
八
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部
並
び
に
八
の
一
の
地
先
の
道

大
館
市
大
茂
内
字
土
渕

岱

路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
、
七
三
の
二
の
地
先
の

水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

大
館
市
大
茂
内
字
塚
下

六
か
ら
八
ま
で
の
各
一
部
、
一
〇
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全

部
並
び
に
五
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
、
一

〇
、
一
一
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
、
三
三

の
一
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

大
館
市
大
茂
内
字
土
渕
岱

二
の
一
部
、
三
、
四
、
五
の
一
部
、
五
の
一
、
八
の
一
部
、

九
の
一
部
、
一
〇
の
一
部
、
一
一
、
一
二
の
一
部
、
一
四

の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水

路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

大
館
市
東
字
稲
荷
堂
後

一
の
一
、
七
、
八
、
二
三
の
一
、
二
三
の
四
、
二
四
、
二

四
の
一
、
二
五
か
ら
三
九
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に

東
字
二
ツ
屋
七
に
隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
東
字
下
川
原

三
一
の
一
、
三
二
、
三
三
、
三
三
の
一
、
三
三
の
二
、
三

四
の
一
、
三
五
の
二
、
三
六
の
一
か
ら
三
六
の
三
ま
で
、

三
九
の
三
、
四
八
、
四
八
の
一
、
四
九
、
四
九
の
一
、
五

〇
、
五
一
の
一
、
五
二
、
五
三
、
五
三
の
一
、
五
四
の
一
、

五
五
か
ら
五
八
ま
で
、
六
二
の
一
、
六
三
か
ら
六
九
ま
で
、

六
九
の
一
、
六
九
の
二
、
七
〇
か
ら
七
二
ま
で
、
七
二
の

一
、
七
三
か
ら
七
八
ま
で
、
七
八
の
一
、
七
八
の
二
、
七

九
、
七
九
の
一
、
七
九
の
二
、
八
〇
、
八
一
、
八
一
の
一
、

八
二
か
ら
八
四
ま
で
、
八
四
の
一
、
八
五
か
ら
八
七
ま
で
、

八
七
の
一
か
ら
八
七
の
三
ま
で
、
八
八
、
八
九
、
八
九
の

一
、
八
九
の
二
、
九
〇
、
九
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
等
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

大
館
市
東
字
二
ツ
屋
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土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
鹿

角
市
間
瀬
川
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
市
花
輪
字
高
市
八
十
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
舘
　
　
　
司

〃
　
　
〃
　
字
高
市
向
三
十
四
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
田
　
新
　
一

〃
　
　
〃
　
字
下
モ
屋
敷
十
八
番
地
の
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兎
　
沢
　
幸
　
夫

〃
　
　
〃
　
字
小
平
六
十
八
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
　
田
　
長
次
郎

〃
　
　
〃
　
字
鳥
野
二
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
信
　
雄

〃
　
　
〃
　
字
鶴
田
十
二
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
　
　
裕

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
市
花
輪
字
高
市
八
十
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
舘
　
　
　
司

〃
　
　
〃
　
字
高
市
向
三
十
四
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
　
田
　
新
　
一

〃
　
　
〃
　
字
下
モ
屋
敷
十
八
番
地
の
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兎
　
沢
　
幸
　
夫

〃
　
　
〃
　
字
小
平
六
十
八
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
　
田
　
長
次
郎

〃
　
　
〃
　
字
鳥
野
二
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
信
　
雄

〃
　
　
〃
　
字
鶴
田
十
二
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
口
　
　
　
裕

〃
　
　
〃
　
字
新
山
田
七
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
省
　
三

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
市
花
輪
字
新
山
田
七
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
省
　
三

鹿
角
市
花
輪
字
諏
訪
野
四
十
九
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
保
　
一
　
三

〃
　
　
〃
　
字
高
市
百
三
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倍
　
賞
　
春
　
雄

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

鹿
角
市
花
輪
字
諏
訪
野
四
十
九
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
保
　
一
　
三

〃
　
　
〃
　
字
高
市
百
三
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倍
　
賞
　
春
　
雄

〃
　
　
〃
　
字
小
枝
指
四
十
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
　
玉
　
精
太
郎

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
二

ツ
井
町
小
繁
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
小
繁
字
下
小
繁
沢
三
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
文
　
夫

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
字
家
端
二
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
　
勇

８

大
館
市
大
茂
内
字
塚
下

六
七
の
三
の
一
部
、
七
二
の
一
か
ら
七
二
の
三
ま
で
、
七

三
、
七
四
の
一
、
七
五
の
一
、
七
六
の
一
、
七
七
の
二
、

七
八
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、

水
路
で
あ
る
国
有
地
の
一
部

大
館
市
大
茂
内
字
清
水
田

二
三
の
六
、
二
四
の
一
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
す
る

道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部
並
び
に
大
茂
内
字
諏

訪
下
九
一
の
一
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地

の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
下
館
下

六
の
一
部

大
館
市
大
茂
内
字
下
館
下

一
か
ら
五
ま
で
、
六
の
一
部
、
七
か
ら
一
〇
ま
で
、
一
〇

の
一
、
一
一
か
ら
二
〇
ま
で
、
三
二
の
一
、
三
二
の
二
及

び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
水
路
等
で
あ
る
国
有

地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
諏
訪
下

一
九
八
の
一
部
、
一
九
九
、
二
〇
〇
の
一
部
、
二
〇
八
の

二
の
一
部
、
二
〇
九
の
一
部
、
二
一
五
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の
全
部

並
び
に
二
〇
八
の
二
、
二
〇
九
の
地
先
の
道
路
、
水
路
で

あ
る
国
有
地
の
全
部
、
二
一
四
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る

国
有
地
の
全
部

大
館
市
大
茂
内
字
諏
訪

下大
館
市
大
茂
内
字
館
下

公
　
　
　
　
　
　
告
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山
本
郡
二
ツ
井
町
小
繁
字
家
端
二
十
二
の
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
秀
　
逸

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
字
神
明
社
下
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
安
　
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
　
　
五
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
豊
　
彦

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
　
　
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
利
　
雄

二
　
就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
小
繁
字
家
端
二
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
　
勇

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
二
十
二
の
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
康
　
夫

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
字
神
明
社
下
二
十
六
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
要
　
三

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
　
　
十
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
利
　
雄

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
　
　
四
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
和
　
男

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
　
　
五
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
豊
　
彦

三
　
退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
小
繁
字
神
明
社
下
四
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
和
　
男

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
字
小
繁
沢
三
十
四
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
貞
　
一

山
本
郡
二
ツ
井
町
小
繁
字
家
後
百
二
十
一
の
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
修

四
　
就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
小
繁
字
神
明
社
下
四
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
要
　
一

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
〃
　
　
　
　
五
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
勘
之
丞

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
字
家
後
百
二
十
一
の
一
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
修

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

曲
市
内
小
友
中
央
部
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第

十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
曲
市
内
小
友
字
上
中
田
百
七
十
六
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
文
　
夫

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
湯
沢
市
か
ら
協
議
が
あ
っ
た
土
地
改
良
事
業
（
高
松
地

区
基
盤
整
備
促
進
事
業
）
の
施
行
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
九
月
二
十
七
日
同
意
し
た
の
で
、
同
法

第
九
十
六
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

県
有
地
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
公
募
抽
選
に
よ
り
売
払
い
を
実
施
す
る
の
で
、
公
告
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
公
募
抽
選
に
付
す
る
物
件
の
番
号
、
所
在
地
、
数
量
、
金
額
等

二
　
応
募
申
込
書
の
提
出
場
所
及
び
受
付
期
間

三
　
抽
選
を
執
行
す
る
場
所
及
び
日
時

９

一二三四五

数
　
量
（
㎡
）

四
七
四
・
四
一

三
二
二
・
九
九

二
四
九
・
三
九

一
五
〇
・
六
五

一
六
〇
・
七
二

地
目

宅
地

宅
地

宅
地

宅
地

宅
地

所
　
　
在
　
　
地

秋
田
市
山
王
二
丁
目
八
二

番
、
八
五
番

秋
田
市
高
陽
幸
町
四
九
番

一
、
五
〇
番
一

秋
田
市
飯
島
緑
丘
町
一
六

番
一
一
〇
七

秋
田
市
仁
井
田
本
町
四
丁

目
二
二
番
二

秋
田
市
八
橋
鯲
沼
町
一
二

八
番
二

物
件
番
号

金
　
　
額
（
円
）

三
九
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

三
一
、
九
九
〇
、
〇
〇
〇

一
二
、
二
七
〇
、
〇
〇
〇

五
、
六
七
〇
、
〇
〇
〇

一
〇
、
六
一
〇
、
〇
〇
〇

物
件
番
号

一
〜
五

提
　
出
　
場
　
所

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

秋
田
県
出
納
局
管
財
課

受
　
付
　
期
　
間
　
等

平
成
十
三
年
十
月
五
日
か
ら
同
年
十
二
月
四

日
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
）

ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

物
件
番
号

一
〜
五

場
　
　
　
　
所

秋
田
県
出
納
局
管
財
課

入
札
室

日
　
　
　
　
　
　
　
時

平
成
十
三
年
十
二
月
五
日
（
水
）
午
前
十
時
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四
　
公
募
抽
選
参
加
者
の
資
格

応
募
申
込
書
を
当
該
物
件
の
抽
選
日
前
日
の
午
後
五
時
ま
で
に
出
納
局
管
財
課
に
提
出
し
た

者
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
該
当
す
る
者
及
び
同
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
者
で
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過

し
て
い
な
い
も
の
を
除
く
。
）

五
　
応
募
申
込
に
必
要
な
書
類
等

印
鑑
、個
人
の
場
合
は
住
民
票
抄
本
及
び
身
分
証
明（
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る
も
の
）
、

法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
簿
謄
本

六
　
応
募
申
込
に
関
す
る
制
限
等

応
募
で
き
る
物
件
数
は
、
同
一
応
募
期
間
に
係
る
も
の
に
つ
き
原
則
と
し
て
一
人
一
物
件
と

す
る
が
、
第
二
希
望
と
し
て
さ
ら
に
他
の
一
物
件
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

共
有
を
前
提
と
す
る
二
名
以
上
の
連
名
に
よ
る
応
募
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

郵
送
に
よ
る
応
募
申
込
書
の
提
出
は
認
め
な
い
。

公
募
抽
選
に
参
加
す
る
資
格
の
な
い
者
の
し
た
申
込
及
び
申
込
書
の
記
載
内
容
と
添
付
書
類

の
記
載
事
項
が
一
致
し
な
い
申
込
は
、
無
効
と
す
る
。

七
　
当
選
者
の
決
定
方
法

買
受
予
定
者
と
な
る
当
選
者
は
、
公
開
の
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
。

抽
選
は
物
件
ご
と
に
行
い
、
抽
選
に
当
た
っ
て
は
当
選
者
の
ほ
か
、
補
欠
者
（
当
選
者
が
買

受
を
辞
退
し
た
場
合
に
は
、
次
順
位
者
を
繰
り
上
げ
当
選
者
と
す
る
。
）
を
若
干
名
及
び
そ
の

優
先
順
位
を
併
せ
て
決
定
す
る
。

抽
選
に
は
応
募
者
本
人
又
は
代
理
人
が
立
ち
会
う
も
の
と
し
、
欠
席
し
た
場
合
は
応
募
を
辞

退
し
た
も
の
と
す
る
。

抽
選
は
、
原
則
と
し
て
第
一
希
望
の
申
込
者
が
い
る
物
件
に
つ
い
て
行
い
、
第
一
希
望
の
申

込
者
の
い
な
い
物
件
で
第
二
希
望
の
申
込
者
が
複
数
い
る
場
合
に
、
追
加
抽
選
を
行
う
。

第
一
希
望
物
件
の
当
選
者
は
、
第
二
希
望
物
件
の
申
込
の
効
力
を
失
う
。

第
一
希
望
の
応
募
者
が
一
名
の
場
合
及
び
第
一
希
望
の
応
募
者
の
な
い
物
件
で
第
二
希
望
の

応
募
者
が
一
名
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
を
当
選
者
と
す
る
。

当
選
者
の
決
定
は
、
抽
選
会
場
に
お
い
て
口
頭
で
行
う
。

八
　
売
払
契
約
は
当
選
者
と
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。

九
　
契
約
保
証
金
に
関
す
る
事
項

契
約
保
証
金
は
契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
と
し
、
契
約
締
結
と
同
時
に
現
金
又
は
銀
行
の
支

払
保
証
を
な
し
た
持
参
人
払
小
切
手
を
も
っ
て
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

十
　
公
募
抽
選
に
付
し
た
物
件
で
、
応
募
者
が
い
な
い
と
き
又
は
当
選
者
が
契
約
を
締
結
し
な
い
と

き
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
六
号
及
び
同
項
第
七
号
の
規
定
に
基

づ
き
随
意
契
約
を
締
結
す
る
。

十
一
　
物
件
の
説
明
は
、
次
の
と
お
り
物
件
所
在
地
で
行
う
。

十
二
　
そ
の
他
詳
細
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
出
納
局
管
財
課
財
産
管
理
班
（
電
話
〇
一
八
―
八
六
〇

―
二
七
三
五
）
に
照
会
の
こ
と
。

秋
田
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
五
号

次
の
と
お
り
教
育
委
員
会
会
議
を
開
催
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
糸
　
井
　
健
　
二
　

一
　
日
時
　
平
成
十
三
年
十
月
十
日
　
午
前
十
時
四
十
分

二
　
場
所
　
教
育
委
員
室

三
　
案
件秋

田
県
立
特
殊
教
育
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
案
に
つ
い
て
　
ほ
か
一
件

そ
の
他

秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
告
示
第
三
号

１０

物
件
番
号

一
〜
五

場
　
　
　
　
所

秋
田
県
出
納
局
管
財
課

入
札
室

日
　
　
　
　
　
　
　
時

平
成
十
三
年
十
二
月
五
日
（
水
）
午
前
十
時

物
件
番
号

一二三四五

日
　
　
　
　
　
　
　
時

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
午
前
十
時

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
午
前
十
時
三
十
分

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
午
後
一
時
三
十
分

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
午
後
二
時
三
十
分

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
午
前
十
一
時

教

育

委

員

会

告

示

地
方
労
働
委
員
会
告
示

（一）（二）（三）（四）（一）（二）（三）（四）（五）（六）（七）

（一）（二）
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平
成
十
三
年
九
月
二
十
五
日
付
け
を
も
っ
て
、
次
の
と
お
り
秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ

ん
員
候
補
者
に
異
動
が
あ
っ
た
の
で
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七

十
八
号
）
第
四
条
及
び
労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
六

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
氏
名
、
閲
歴
等
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
五
日

秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
会
長
　
阿
　
部
　
讓
　
二
　

解
任
者
　
大
河
内
　
康
　
弘

１１

区
分

委
嘱

氏
　
　
名

伊
　
藤
　
　
　
博

生
　
年
　
月
　
日

昭
和
二
十
三
年
一
月
十
二
日

職
　
　
　
　
　
業

使
用
者
委
員
　
秋
田
中
央
交
通
㈱

取
締
役
管
理
部
長

閲
　
　
歴

秋
田
中
央
交
通
㈱

管
理
部
長

住
　
　
　
　
　
　
所

南
秋
田
郡
五
城
目
町
馬
場
目
字
町
村
百
一
番
地
の
二



発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


